
大分大学教育学部附属小学校の教育  平成28年度 

 

特色 

＊大分県教育委員会・教育学部と連携した学校経営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊グローバル人材の育成を目指した重点方針 

 

 

魅力のある、特色のある、公立学校へも展開できる先導的な取組 

  

  

 

   ・「あいさつ、掃除、トイレのスリッパそろえ」の三つに絞り、生活指導を徹底。運営委員

会でチェックし、短期のPDCAを回していく。 

   ・「聴く」ことに焦点化したフリートークで、安心して話せる集団作り。 

   ・「褒め言葉のシャワー・成長ノート」で自己肯定感の高い集団作り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ スクラップ＆ビルドによる業務の精選・重点化 

Ⅱ 主幹教諭・指導教諭を中心とする主任制度を活用した組織的な学校経営 

Ⅰ 生活指導を基盤にした安心・安全の学校経営 

Ⅲ 学校運営組織や研究における連携 

Ⅰ 生活指導を基盤にした安心・安全の学校経営 

おはよう 

ございます。 

しっかり磨くぞ。 

次の人のこと

を考えて。 

今日はそろっ

ているかな。 

・先手挨拶やワンストップ挨拶・相手の名前を言っての挨拶が増え、明るい雰囲

気の学校になった。 

・フリートークに対する教師の価値付けによって、安心して話すには聴く雰囲気

作りが重要なことが分かり、友だちの話を聴く雰囲気作りができた。 

・「褒め言葉のシャワー・成長ノート」によって、自分のよいところの発見や確

認ができた。 

 



 

 

   ・職員会議を廃止し経営会議（校長、教頭、主幹教諭、指導教諭）を毎日開催し、重要案件

は迅速に対応できるようにした。 

   ・各主任も含む運営委員会を週1回開催。 

   ・管理職の入らないワーキンググループ（主幹教諭主催）を必要に応じ開催し、広く教職員

の意見を聞く 

 

 

 

・教員が本務に集中できる体制作り（主任制度を活用した組織的な学校経営体制） 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・主幹教諭・指導教諭・教務主任の授業時数をゼロ。 

      ・主幹教諭が管理部を統括、指導教諭は指導部を統括。 

 

 

 

 

      ・学校・教師への要望には、チームを組み組織で情報を収集・分析し対応。 

  

 

 

 

   ・大分大学教育学部との連携 

１ 学部・附属学校園連携会議において連携全般についての共通理解 

２ 学部との実習委員会で、実習の高度化について協議 

３ 教育課程大分県研究協議会の課題解決に向けて大学の知見を活用 

   ・大分県教育委員会との連携 

     大分県教育委員会の教育課題の解決に向けた先進的モデル校を目指す。 

     １ 「芯の通った学校組織」の具現化を目指した学校経営 

・無駄な会議が減り、特に若い教員の業務時間確保ができた。 

・若い教員も含めて、職員の率直な声が広く集約できるようになった！ 

生活指導委員会

人権教育推進委員会

学校保健委員会・衛生委員会

学校評議員会

食育委員会

連絡進学委員会（幼小・小中）

入学児選考委員会
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・教頭の仕事が精選され、全体を俯瞰的に見て適切に指導できるようになった。 

・各主任が責任を自覚するとともに、組織的に動くようになった！ 

Ⅱ 主幹教諭・指導教諭を中心とする主任制度を活用した組織的な学校経営 

Ⅲ 学校運営組織や研究における連携 

授業

時数

ゼロ 



       主幹教諭・指導教諭・各主任を活用した組織的な学校経営体制の実践 

     ２ 授業改善 

       教育課程大分県研究協議会の研究課題解決を本校の研究課題とし、各教科等におけ

る実践に指導・助言を受ける。 

       授業観察シートの開発・義務教育課との情報交換 

   ３ 小中連携のモデル 

附属中学校と共に、外国語科・外国語活動、総合的な学習 

の時間において、9ヶ年を見通した単元計画を立て、中学校卒業時の姿を見据えた 

教育課程を編成している。生徒指導に置いても小中連携委員会を開いている。 

     ４ 県の総合計画のキーワード「安心・活力・発展」と関連付けた教育活動の推進 

  

 

 

 

  ◯働き方改革 

   ・長時間勤務の廃止  

   ・年次制を廃止し、研究内容を国や県が求めるものにシフト  

   ・民間教育団体事務局の辞退 

 

  ◯先進的実践に学ぶ取組の重点化 （附属山口小のフリートーク、菊池省三先生の褒め言葉の

シャワー・成長ノート等） 

 

  ◯連携が進んだ「チーム附属学校」  

   ・小中の連携（外国語活動・外国語科で合同研究会20回。小学生中学生の相互授業参観） 

   ・大分県教育委員会の教育課程大分県研究協議会の教育課題を、教育学部の知見で、学術的

裏付けを行いレポート作成。 

   ・PTA役員や保護者に対し学校改革の必要性を会議・学校便り等を通して説明 

 

  ◯県教委施策の具現化 

   ・県教委との連携を明確に打ち出した学校の経営方針 

   ・県の総合計画のキーワード（安心、活力、発展）と関連付けた校内研修 

 

 

 

 

Ⅳ スクラップ＆ビルドによる業務の精選・重点化 


